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。
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独
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史
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磁
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又
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又

縦
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b
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鲒
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岗
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狀
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又
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れ
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史
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あ
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本
的
现
由

を
，資
本
主
義
的
發
展
其
れ

S

體
の
中

k

求
め
る
こ
ど
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

.

.
 

.

.

.

.

.
.
 

.

.
 

.

.

.' 

.

.

. 

.

.

.
' 

• 

.

シ

-
ム
ベ

I

タ
ー
も
亦
、侵
略
政
策
が

-其
時
代
の
支
配
踏
級
の
內
政
的
利

®

關

係
-̂

よ

つ

て

促
進

.さ
れ
、且

.つ
新
か
る
政
策

^

よ
つ
て
利
益
を
突

.け
る
階
級
よ
つ
て
常
に
支
持

3

れ
る
事

 ̂

- 

•

を
認
め
て
居
る

o

併
し
是
等
の
階
級
の
經
濟
的
利
害
が
、侵
略
政
策
め
本
來
の
迤
礎
を
成
す
も 

の
で
あ
る
事
を
否
定
す
る
。

彼

k

於
て
は
、如
何
な
る
時
代
の
侵
略
政

«

も
^

の
根
柢
^
於
て 

社

#
•の
經
濟
的
事
實
ど
何
等
關
す
る
所
な
き
取
な
る
無
西
的
の
軍
事
的
行

B

k
過
ぎ
な
い
。
 

菩

.々
は
到

.底
撕
か
る
見
解
ド
同
ず
る
乙

^

は
出
來

.な
い
の
で
あ
る
。

' V

 
*

'

更
け
又
シ
ニ
ム
べ

I

タ
ー

^

よ
れ
ば
、凡
そ
或
る
時
代
の
政

'治
，的
組
想
な
ん
感
情
な
々
は
、決 

し
て
眾
^
其
の
時
代
の
生
產
關
係
の

反

映
で
，も
な
け
れ

«■
是

れ

k

0

0

す

る
形
態
の

も

の
で 

も
な
い

.o

是
等

は
本
來
繼
續
型
の
も
の
で

.あ

る

か

.

.
ら
、屢
々
過
去
の
時

代

の

生

產

關

係

k

よ

つ
 

て
支
配
せ
ら
れ
，て
屈

'る

.の
で
あ
る
。

從

つ
て

®

R
よ
る
ヾ

」

*

の
社

#

の
«
成
な
々
生
產
關
係 

な
々
が
、侵
路
政
策
を
促
進
し

.若
く

.は
支
持
す

.る
が
如
き
も
の
で
な
い
場
合
：で
も
、其
れ
以
前
の 

®

#
を
支
配
し
れ
精

||
|

的
倾
询
な
社
食
的
構
成
が
繼
續
的

k

作
用
す
る
結
來

<£
:

し
て
、侵
略 

主
義
的
你
岗
一
'肌
ち
彼

R

よ
る
ど
帝

國
I主
義
例

ff
l

rA
J
が

依
然

€

し
て
支
持

3

れ
る
事
が
あ 

&

得
る
の
：で

.あ
る

1
:成
る
程
俞
時
代
の
精
神
的

«

向

や

社

會

的

梅

成

が

、次
-
の

時

代

れ

對

し

て 

影

響

?:
及

ぼ

す

ビ

V

ふ

乙

士

は

否

寒

し

.得
ざ
る
へ
*

で
"
あ
ら
■ぅ
'。
し
.併
：し
.
シ

' 
'ム

ベ

ー

タ

I

の
考 

へ」

る
や
.
.ぅ
'
-に
、是
、等

前

時

代

の

，殘

物

が

新

じ

き

啤

代

.^
對
し
て
：支
配
的
の
力
を
持
つ

ビ

か、或

a 

は

0 
0

會

k

支
配
的

で

あ
つ

た

生

產
關
係

が

®

も

M

力

^

現
社
會

の.政
治
的

活
動
や
精
神
的 

傾
向
：に

作

用

す

る

ど

い

ふ
乙

ビ

は

到

底

信

ず

る
乙
k

が

出

來

g
o 

■
#本
主
義
社
會
の
諸
々
の 

社

#

的
：活
動
に
於
て
、支

m
的
の
力
，ど
な
つ

' 
て
®

る
も

の
が
、
^
本
主
義
的

SS
係
で
は

* 

/
Vで、豸 

本
主

.義
以
前
の
關
係
で
あ
る
ヾ

」

い
ふ
事
^
將
し
て
何
人
か
よ
く
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五
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帝
國
虫
雜
.の
概
念
に
就
て

 

®

一̂

-v
o

ぅ

か
。

. 

. 
：
：
..、
 

.

而
も
，
ゾ
ュ

.ム
ぺ

!

タ
I

，か
敢
て
斯
か
る

'

»
會

«

'を
提
供

.し

.て
居
る

k

就
て
は
、
明

か
k

別
0 

:
の
意
圖

5:
-
其

0

,

#
包̂

«

し

 ̂

 ̂

^
-
>
b 

 ̂

^
o
.
.
 ̂

#
 

 ̂

^
 

.
0 

 ̂

^

何
で
あ
，る

.か
々
”
帝

國

主
 

義
ば

_

本
主
義
の
必
福
的
發

|展
段
階
で

：
_

義

.の
本
質
は
：常

^

反
帝

國
： .

主
*

的
、平

「

和
；主
義
：で
あ
る
事
お
主
張
せ
ん
答
る
る

w

是
れ
で
あ

る
。
'：
'
I

W

ふ「

純
：粹

©

資

意

®

ら
ば
現
在
資
本
主
義
諧
國
ド
於
け
る
命
國
主
義
的
傾
向
ゆ
如
何
な

5:
:迎
街

^

ょ
つ

' 
て
存
在
す

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

'..一

- 

.

る
.の

せ

あ

る

か

.;
0

(

日
ぐ
、を
は
旅
時
代

.の
精

»

的
傾
向
な
み
社

#

的
構
成
な
ぅ
が
残

.：存
し
て

» 

乙
れ
が
影
：響
力
を
持
づ
て
居
.、る

か

ら

で

あ

6
0

具
'體
的
：：に
言
：へ

':
..ば，現
代
の
.帝
國
主
義
的
傾
尙 

.は
、絕

■»

的
哲

.主
,

家
が

£>
:■受
繼
い
，だ
も
の
で
あ
：か
、而
も

.

往
時
の

^

主
帑

!a
主
義
が
隔

11
1:
遺
傳 

R

ょ

0

 

V

現
：在
の
帝
阈
主
義

^

條
承
ざ
れ
て
居
る
の
で

«>
:
る
。
' 
然

る
^'
資

本

主

義

は

其

の

本
 

@

上
非

®

略
的
：傾

^

の
も
：の

^

あ
る
が
ら
、資
本
主
義
が
經
濟
の
中
纪

1

く
浸
：遂

.1

.、且
つ
經
濟 

を
媒
介

ビ

し

x

®
ft
A

0
wf
M

の
中
れ

'入
ヶ
込
ん

■で

®

る
所
で
は
、到
る

«

^
於
て
反
^
國
主 

義

：的
傾
向
が
示
^
れ
て
お
る

.

M

し

て
資
*
主
義
が

最

も

廣

_

忙
行
き
苴
彡
且
つ
其
■

.の
柢
抗

の
最
も
徼
弱

.：な
る
所
•就
中
デ
モ
ク

ラ

.

シ
.—

が

政
治
的
支
配

^
.

最
も
接
近
せ
る

§

M

て
、此
の

.
 

反
帝
國
主
義
的
傾
向

•か
最
も
强
く
表
は
れ
て

®

る
ビ
°

彼
は
此
の
自
說
を
證
明
せ
ん
が
た

め

に
、次
の
：事
實

R

就
て
夫
々
課
明
を

.加
へ
て
居
る
。

d
.

)

資
本
主
義
的
ド
形
成

5

れ
た
社
會
生
活

• 

-

の
凡

ゆ

る

方
.而
に
於

.て
、戰

#
、軍

-«
擻
張
等

R

對
す
.る
皮
對
現
象

.

の
.

存
'す
る

乙
ビ
、(

一一)

資
.本
'主
義 

の
優
勢
な
る
國
で
は

平

和
虫
義
の
黨

派

が

强

大
：な

i

乙
5

1)

資
本

S

の
所
產
た
る
產
業
势 

.働
者
の
間
に
ば
反
帝
國
主
義
的
傾
向
が
優
勢
な
る
こ

<

(

四)

資
，
本

主

義

：
諸_

相
瓦

.間
に
戰
#
囘 

避
の
宇
段
即
ち
平
和
的
調

.停
の

.■機
關
が
發
達
し
つ
、
知
る
こ

€

’

(

五)

資
本
主
：義
經
濟
の

.下
^
あ 

つ
て

前

資
本
主
義

.的
：要
因
を
#
む

乙

ビ

の
最

も

少
な

^
蓝
米
利
加
合

.衆
國

k

於

て
、帝

_
主
義 

の
傾
向
親
も
微
弱
で
あ
る
こ
ど
。：

.
斯
ぐ

.て：
0
(,
、資
本
主
，義
：の

.：本
質
は
反
帝
國
主
義

「

的
で
あ 

る
。：〉

故
に

「

帝
國
苹
義
を

a

て
資
本
幸
輯
の
必
錶
的
段
階
な

A

ミ
.し

#

本
主
義
：
'ょ

ふ

，
帝

國

主

義

し
資
本
主
義
的
：經
：濟
活
動
の

.根
本

.動
，办
は
自
由
競
爭
：で
あ
る
。

:\
而
し
方
シ
チ
，ム

‘
f

タ
ー

R 

ょ
れ

.ば
，資
本
主
義
社

#'
R

あ
り
で
は

.產
業
上
の

'
.興
：常

«.
る
發
逢
に
つ
れ
て
、エ
ネ

V

ギ
丨
の
：大

部
.分
ば
經
濟
的
：競
領

^
:集
中

_

«

る
が
故
に
、戰
#
攻
略
の
へ
方
而

R

向
け
ら
れ
る
。過
剩

H
:

ネ\

.

:

.

. 

.

.

.

.

.

■ 

■ 
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，

‘ 

密

麥

」

、一一

ギ
ー

：
は
前
：時
代

R

比
ベ
て

M

が
に
：少
な
い

,'
'
0
.
:
即
，ち
其

0

大
部
分
城
經
濟

.に
向
け
ら
れ
，殘
部
が 

藝
術
、科
：學
、其

他

0

社
會
的
闻
：爭
化
向
け
ら
れ
：る
：

.
S

E
へ
吾
^

も
彼
：は
、此
の
經
濟
競

#
:が
被
な

.
 

る
經
濟
競

#

R
止
ま
ら
ず
し
て
，其
；の
發
展
：の
：

^

程

^

於
て
、：必
然

.的
に
敗
治
上
.軍
齊
上
の
競
寧 

を
隨

:#
せ
ざ
，る

を

.#
な
い
ど
い
ふ
事
實
を

.理
解
せ
：ず
、
'若
く
は
强
い
て
、此
亊
實
を

.見
ざ
ら
ん
，ど 

す
る
の
は
甚
だ

.怪
し
む

.可
さ

t

ピ 

> 言
は
な
ゃ

V

は
な
ら

g

”

M

R又
現
在
の
帝
國
主
義
的 

傾
向
が
隔
世
遺
釋
で
あ
る
な
し

k

拘
ら
ず
，是
れ

.
が
'存
在
し
で
居
る

K

就
て
は
存
在
：现
由
が
.あ
 

る
か
ら
で
あ

'る
。
>;
ク
，
ネ
べ

丨

，
I

掛
身
飞
亦
、帑
國
主

_

的
傾
向
の
存
在
す
る
の
、は
、常

^
带 

B

主
義
的
擗
張
の
刹
益
が
あ

-5
か

ち

だ
.ビ
い
：ふ
事

?:
認
.：め
て
齊
る
？

で
は
牝
の
利
益
ま
可
で 

あ
.
.る：力

.■ン
{<
T
-
.
R
墓
.い
.V

S
.
.る

力
.

菩

.々
.
.は

.シ

.

.ユ.

.ム，ぺ

! 
タ—

.：：

の
.見
解

^」

ば

反
.
W
.R-
、資
本
主
..
.義
 

w 

k

:
發
逢
せ
る

.»
に

K

て

愈

々

益
々
帝
國
主

'義
的
傾
向
の

®
•ん

S

る

?:
.見
る
。

而
し
て
命
國 

主
義
的
洁
動
の

.
益
々
激
化
す

.る
の
：は
、此
の
利
益
の

.追
：求
の
益
々
激

(

化

し

つ

、
.
あ
る
.事
を
反
映 

レ
て
屈
る
も
の
で
あ
る

$

信
ず

0;
,。
;:
9
然

る

^

彼
は
：此
の
服
前
の
事
實
ど
無
視
む
、帝
國
主
義

® 

新

に

直

而

し

，乍

ら*猶
且
つ

.
帝
國
主

'義
：的
傾
向
は
前
時
代
の
遺
物
で
：あ
つ
；
て
、次
第
^
消
滅
し
行 

く
も
の
で
あ

6
、資

本

主

義

の

イ

デ

オ

p v

イ
は
非
深
國
主

.
«的

で

あ

^

平
和
主
義

.で
：あ
る
ど

主
張
し
て
居
る
の
.で
あ
る

:'
0
: 

、

ノ
ル

V

ム
.
ベ
ー
タ

.丨
が
、反
帝
國

'主
.義
的
現
象
せ
し

.て
擧
げ
た
；上
記
の

.五
項
目
の
如
さ
は
、全
然

'
 

事
實

R
:反
す
る
：か
又
は
全

C
.事
'物
の
眞
相
を

.無
視
し
た
も
：の

.
^

「

過
f

な
.い
0

例
へ
ば
戰
爭
囘 

避
を
目
的
ど
す
る
軍
縮
食
議
の
結
果
が
、如

#

に
制
限
：せ
：ら
れ

.た
る
範
圍
內

R

於
て
軍
備
を
充 

J «
せ
：し

t

つ
制
限
せ
ら
れ

.

.

f

周
知
の
事

に

屬
.す
る
。
し
就
中
勞
働
者
階
級

.の
間

^

皮
帝
國
：主
義
的

.傾
向
の
優
勢
な
る
：#
を
以

て
、資

本

、王
義
の
本
質
へ
か
；反

帝.國
.
主
義
的
で
あ

v

る
事
を

立
證
せ
ん

名
す
る
が
如

&

は
‘
現
在
の

' 
社

食
k

於
け
る
階
：級

對
立

の

意
義

R
.關
し

$

全
然

.盲
目
的
な
見

.解

で
あ
る

.
€
言
は

な
.ぐ

て
は

S

ら
Q

l

:-
°

而
：し
て
，
又

近

年

に

於
.■

け

る
^

米
利
加
合
衆
國
の
；著

'

じ
台
■

國
；，主

義

的

進

展

.を

觀

察
す

る

も
の
は
、シ

>

ム
ぺ
：丨
タ
ー
の
所
言
ビ
ば
正
反
對
に
、前
資
本
主
義
.時
代
の
遺
產
を
有
す

る
Z

.
ど
最
も
少
な
き

.國
に
於
て
，如
何

^

今
れ

.が

.最
'も
：優

.勢
で
あ
る
か
を
觀
取
せ
ざ
る

?:
.得

g

で
あ 

ら
ぅ

0

:

. 

.
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.

.
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.

.

.

.
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:
斯
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て
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キ
ム
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1

の「

帝
國
主
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社
會
學

」

ば
、帝
國
主
，義
に
關
し
て
何
等
明
確
な
る
社 

#

科
學
：助；
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念
を
：與

.へ
て
は

®

な
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:
玆
で
吾
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l
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ビ
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.
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何

で

ぁ

る

か

.タ

を
は
餘
剩
偾
値
の
蓄
橄

さ

れ

る 

部
分
が
一
度
び
實
現

3

れ
る
こ
ど、即
ち
純
粹
の
愤
値
形
，

態

たる
：：

貨

幣
k

轉
化
さ
れ
る

ビ
い
ふ 

乙
ビ
で
あ
る
。

而
し
て
貨
幣
に
轉
化

^

れ
‘た
る
右
の
餘
剩

«

僻
部
分
％
、再
び
資
本
ビ
し
て
生 

產
の
擗
張
ド
投
ぜ
ら
れ
る
こ
ど

^

ょ
.
つ：
て
、初
め

.9

資
本
の
蓄
賴

：

が
：行
は
れ
る

。
' 
.マ

f

ス

の 

言
へ
：る
如
く

「

蓄
積
の
第
で
條
件

は
、
資
本
家
が
彼
の
，商
品
を
賣
却
す
を
乙
ど
、斯
く
て
得
た
：る
貨 

幣
の
火
部
分
を

W

び
資
：本

k

轉
化
す
る
の
行
程
を

.

.成
就
す
る

.こ
ど
で
：

'あ
る
。
%
餘
論
贤

M

も
資 

本
ぎ

.しV

逾
用
す
る
乙
ど
、換
言
せ
ば
：餘
剩
憤
値
を
資
本

'に
苒
轉
低
せ
し
：め
る
こ
ビ

」

ぐ
れ
が
資

マ

笫

ニ

十

六

卷(

！1八
1

>

'帝
_
生
_
の
槪
念£

就.て
 

ベ

ン

紙

P

怎

一

八

こ



笫
二
十
六
卷

' 

(

ニ
八
ニ
ー

)

#
闕
キ
義
ゆ
槪
念
に
就
て

：

' 

f
i猓 

八
八

本
の

•

蓄
8 1

で
あ
る
羅
王
ー

V

.

所
で

/ -

ク
せ

ゾ

プ
ル
ダ

k

據
る
士
、餘
剩
價
被
の
此
の
資
本
化
ー
る 

、
部
分

(

即
ち
蓄
橄

_

分

)

は
純

#

.

の
.

資
本
生
：義
社
會
其
の
；も
の
、
内
部

^

於
て
は
決
し
て
實
.現
 

5

れ
将
な

S
。

'..
.

換
言
せ
ば
除
剩
價

«

の
此
部
分

^

和
：應
す
る

—

物
の
勝
質
者
は
、決
し
て
资 

本
主
麵
社
兪
の
内
部

R

求
め
る

乙

ビ

は
出
來
な

.

い
の
ニ
で
あ
づ
七
ど
れ
が
購
買
者
は
常
^
非
資 

本
主
義
的
社

#

又
ば
I I
:

俞

M

で
あ
る

:0
•

即
ち
餘
剩
價

«

の
li
t

部

^

は

非

鸯

本

主

義

的

生

產

社 

兪
層

^

ょ
つ
て
の
、み
實
现

3

れ
得
る
：の
で
あ
る

。

' 

同
時
纪

K

ク
セ
ン
ブ

，

ダ

^
ょ

る
<£
:

、
非

资
 

本
主
義
領
域

の

存
在
は
、物
的
關
係
纪
於
て

' 

は
ま
ま
丰
段

S

S

や
生
活
资
料
の
供
給
及
び
梦
働 

力
の
供
耠

^

於
て
、资
声
蔷
稍
の
不
可
缺
的
絛
件
で
あ
る

o

斯
.

く
て
資
本
の

*

賴
過
程
は
、

: |
1

:ハの 

凡
.

ゆ
る
價
値
關
係
及
び
物
的
關
係

R

依
つ

5

資
本
主
義
的
の
生
產
形
態
ビ
結
び
付
い
て
行 

は
れ
る

.

の
で
あ
つ
て
、從
っ
て
又
非
資
本
主
義
傲
域
は
常

^

資
本
蓄
嵇
行
程
の
*
史
的
環
撐
を 

，形
成
し
て
尻
る
？
斯
く
し
て
資
本
主
義
の
發
逄
に
伴
ひ
、蓄
積

•

の
必
然
性

^

促
さ
れ
て
、資
本
主 

義
的
諸
關
係
は

®

界

の

凡

：ゆ

る

領

域
^

( 1

入
1

、非
資
本
主
義
的
領
域
を
資
本
主
義
的
經
濟
關 

係
の
屮

^

捲
き
込
む

0'

換
言
せ

.

ば
、資
本
主
義
社
舍
は

•

非
資
本
主

_

的
環
境
ビ
相

1]
:

作

;]
-
]
を

な
 

す
こ

V
J

に
ょ
つ
て
益
々
發
展
し

1 1

つ
: H
:

ハ
の

®

圆
を
擗
天
す
る

も

の
で
あ
ぅ
、而
も

#

資
本
主

«

的
領
域
が
其
の
資
本
主
義
化
に
ょ
つ
て
絕
ぇ
ず
狹
隘
化
す
る
過
程
に
於
て
の
み
、資
本
蓄
稹
の 

存
鑛
條
件
が
與
へ
ら
れ
て
思
る
。

■

乍
併

一

方
に
於
て
資
本
の

li
t

界
的
擗
張
が

#

々
促
進

3

れ
る

^

反
し
、他
方
^
於
て
楚
れ
が 

'た
め
の
條
件
た
る

'非
資
本
主
義
的
領
域
が
次
第

^

狹
隘
化

^

る
：、
も
の

w

す
れ
ば
、蓄
積
の
た 

め
の
地
域
を
得
ん

ヾ」

す
る
資
ネ
相
耳
の
鹚
爭
も
亦
次
第

R

微
烈
化
す
る

R

至
ら
ざ
る
を
.得
な 

い
°

ル
ク

セ
ン
ブ

X

ダ
に
ょ
る

ど
、
此
の
蓄
積
條
件
の

：

殘
餘
.を

#

ふ
所
の
佌
界
备
領
域
に
於
け 

る
資
本
の
侵
略
的

_

爭
の
段
階
が
、所
！

i

資
本
：主
義
の
帝
國
主
義
段
階
で
あ
り
、®
代

資
本
主
義

 

の
發
展
段
階
で
あ
る

)

故
に
帝
國
主
義
を

M

義
し
て
日
く

「

帝
國
主
義
ど
は
未
だ
沒
收
せ
.ら
れ 

ざ
る
：非
資
本
主
義
世
界
環

境

の
殘
存
部
分
を
獲

#
せ

ん
d

ず
る
競
爭

R
.於
け
る
、资
本
蓄
積

過 

程

の
-
政
治

.的
表
現
セ
あ
る

」

ど
8

 
ニ)

.斯

く

し
て
帝
國
主
義

は「

資
本
の

歷

史
的

«

大

行

a

の
最
 

後

の

一
節
に
過
ぎ
な

S:」

も
の
で
あ

6
、

「

地
球
上

^
於
.け
る
非
資
本
：主
義
：的
環
境
の

最
後
の
殘
存

 

部
分

.を
獲

#

せ
ん
が
た
め
の

.、資
本
主
義
諸
國
の

--
*
.蟬
的
な
尖
鋭
化
せ
る

1f
t

界
競
爭
の
時
代

」

を 

意
味
す
る
も
の

.
で
あ
る

s

s

I

y而
し
て
ペ

'ク
ャ
シ

f

v
ゲ
.グ
^

ょ
れ
ば
、斯
く
し
て

(
1
)

資
本
主
義 

は
興
の

#

積
の
過
程
ド
於
て

(

蓄
積
條

#

た
る
非
資
本
主
義
領
域
を
資
本
也
し
つ
、

m

ら
.の
：
發

第
二
十
六
卷

(

ニ
八
三

0

帝
_
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義
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念
に
就
て
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:帝
|

義の：！
！

念；に

.就：て

.

- 

. 

. 

九o

 

展
を
行
詰
ら

'
せ

る

要

：因

を

作

，

っ

、

ぁ

る

：
の

::

で
^

A

IL
b

,
同
：'時
：技

1,

一)

蓄
.積

の
'殘
餘
を
♦

ふ
世 

卑

的
.；の
.資

本
■競

#

'の
.激
.化

は

、是

れ

ど
:*
R
.經

裨

&

.濟

存

績

の

$

礎
：を

危
.殆
ド
獺
せ

.し「

め
：
る
：ブ

資

本

主

：義
：は
：是
等
ー
の
行

程

を

池-a
乙
ビ
は
ょ
つ 

て
ニ
重
化
其
の
沒
落
钇
雄
備
し
ら
、：あ
，る

0

で

あ

る

ど

。
，
:;
:

ア

-,
帝
國
主
義
が
資
本
制
薺
獱
の
過
耦
、即
ち
資
本
主
義
の
發
達
の
必
然
的
結
，*

ど
し
て
現
は
れ 

來
り
た
現
象
で
あ
る

t

v
は
疑

a

得
ざ
る
所
で
あ

0

.0
乍
併
、資
本
制
奮

.
'積
'
,は、其

.の

蓄

積

，
.
條

件
 

ビ

し
て
終
於
一
賞
す
資
本
生

*

的
領
域
を

M

求
す
る
も
の
で
あ
气
且
つ
今
や
殘

b

>
な
く

 ̂

つ
，
政
の

#

.

©條
利
の
殘
餘
を
部

.ふ
：所

.の
資
本
主
義
的
活
動
が
帝

'國
主
義

.で
あ
.る
せ
い
ふ
ル 

ク
セ
ン
フ
ル
ク
の
鬼
解

^

就
て
は

®

判
の
餘
地
が
存
す
る
。，資
本
の
#
積
が
歷
史
的
に
は
隹 

.
r本
主
義
的
環

M

の
間

k

於

て

行
は
れ
た
ど
ぃ
ふ

z 

K
且
っ
資
本
家
的
生
產
の
機
構
が
、具
體 

te
k

は
極
め
て
多
様
塵

.式
で
、常
に
非
資
本
主
義
的
環

?

結
び
付
い
て
居
る
す
い

i

は 

明
か
な
る
；事
實
で
は
あ
る
が
、避
等
の
事
實
か
ら
直
ち
に
、非
資
本
主
義
的
環

I

資
本
制
蓄
積 

の

IL
,

が
條
啊
て
あ
る
ビ
の

M

論
ば
生
じ
な
い
。
吾
々
は
斯
か
る

®

實
か
ら
«
粹
の
資
本
主 

義
關
係
を
杣
象
し
て
、資
本
制
的
蓄
賴
の
問
題
を

%

察
す
る

乙

ビ

が
出
來
る
の
で
あ
る

o 

f

.又
资
本
制
蓄
積

.の
行
程
即

.ち
資
本
制
的
搬
張
神
生
產
の
行
程
は

•其

れ

自

體

內

部

的

矛

：盾

を

藏
 

す
る
も
の
で
あ
つ

.
て
、r

是
等
の
內
部
的
矛
盾
は
、生
產
の
外
部
的
範
圍
を
俯
大
す
る
こ
ビ

ic
依
つ 

て
均
衡
を
保
た
ぅ
ビ
す
る

^

力
を
示
す
も
の
で
あ
る

ビ

レ

て
も

*此
事
は

,

/

セ

ゾ

ブ
グ
グ
の 

考
ふ
る
如
く
、非
資
本
主
義
的
外
部
領
域
が
當

.初
よ

^

常

0

資
本
制
蓄
積
の
®
史
的
環
境
を
形 

成
す

.る

ビ

S

ふ
事
を
意

味

す

る
も
の
で
も
な
く
、反
對

k

.又、恐
«
其
他
の
理
由
に
よ
つ
て
資
本 

制
蓄
積
の
進
行
が
阻
ま
：れ
若
く
は
攪
亂
せ
ら

‘れ
て
、初
め
て
外
部
的
領
梂
に
對
す
る
進
出
が
行 

は
れ
る
ど
い
ふ
事
を
意
味
す
る
の
で
も
な
い
。

故
に
吾
々
は
帝
國
主
義
を
以
て
蓄
積
條
#
の
 

残
存
部
 

<刀
t

银
ふ
資
本
蓄
積
過
程
の
政
治
的

.表
現
で
あ
る
.ど
す
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
の
定
義 

R

赞
同
し
得
な

S

 

v
同

..

様
.に
、帝
國
主
義

t

以
て
、資

_本
蓄

_

の
限
界
を

.餅
張

す

る
手
段
で
あ
夂 

且
っ
過
剩
蓄
積
か
ら
周
期
的

k

生
：ず
る
恐

«

の
克
服
を
容

M
に
す
る
手
段
で
あ
る
ど
認
識
し 

て

@

る
^
過
ぎ
な

い

F

の
ォ
ッ

ト

!
バ

ゥ

工

X(
o
t
t
o

 

B
a
u
e
r
)

の
見
解

(

課三
S

を
も
承
服
す
る 

乙

ど
が

出
來
な

.

S

 

o
带
國
主
義
は
何
よ
.り
も
先
づ
高
度
の
發
達
段
階
に
於
け
る
資
本
主

義

的 

活
動
で
あ
る
。
然
る

ド

叙
上
の
見
解
に

.

於
て
は
、資
本
主
義
の
此
の
發
、達
#

階
を
特
徵

付
け
て 

居
る
所
の
'諸

々
の
具
體
的
な
活
動
や
政
策
や
、又
是
等
，の
：現
象
を
內
容
ど
し

.本
質
ど
す
；る
所
の
、
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念
S

て 

笫
ニ
號 

と



笫
ニ
十
六
卷

.

.O
K

S

帝
國
由
義
の
概
念
に
就
て

 

s

i

し
こ

现

布

の

：
特
ー
殊
な
る
，資

本

主

義

の

發

展

形

態

，代

就

：て

' は
.何
等
示
一
る
、
所
が
：な
い
の
で
あ
る
。

,'
■
ダ

ク
セ
ン
ブ

 

> 
グ
は
、偶
々

「

帝
國
主
義
時
代
の
典
型
的
な
外

'見
的
諸

.：現象

j

ど
し

'てT

植
民
地
や 

勢
力

g

画
の
た
め
の
、即

ち

歐

羅
.巴

；'
*

本
投

下

の
可
能
の

「

た
め
の
資
本
主
義
諸
.國
の
競
雙
國
際 

借
款
制
度
、取
國
主
義

.高
率
保
謹
繃
稅
、

11
|
;界
政
策
上
紀
於
け
る
：鈒
行
資

.本
'及
び
力
ル
テ
ふ
產
業 

の
優
勢
な
る

役

割」

等
を
列
記
し
て

®

る

メ
而
し
て

0
く

「

而
も
楚
等

の

事
實
の
經
驗
的
認
識
の 

み
を
以
て
滿
足
す
可
さ
で
は
な

s

 

o 

m

k進
ん
で

M

等
諸
關

.係

の

經

濟

的

法

則

性?:
疋

磘

な 

る
方
法
を
以
て
探
究

.し
、帝
阈
主
義
の
庞
大
に
し
て
祓
雜
な
る
諾
現
象
の
眞
實
の
根
漉
を
把
振 

し
な
く
て
は
な
ら
ぬ

JVJ O

此
の
言
は
正

R

至
當
で
あ
る
0

而
も
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ダ
の
把
振
し 

た
る
帝
國
主
義
の
眞
實
の
根

#
ど
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
：つ
た
か
。
そ
れ

.は
、「

帝
國
主
義
は

> 

體
ど
し
て
、を
れ
ル
體
資
本
蓄
賴
の
特
殊
な
る
一
方
法
以
外
の
何
物
で
も
な
い

」

ど
言
ふ

乙

€で 

あ
つ
た
。
故
に

#

國
主
義
の
經
濟
的
根

據

の
說
明
は

^

中

資
本

#

横
の

諸
法
則
ょ
り
引
出
す 

可
.き
で
あ
み

且

つ
此
れ

5

S
和
せ

し
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ

' の
で
あ
る

」

、訪三

$
0

ブ

、ノ
リ
ン
は
避
れ
を
批
評
し
て
言
ふ
、

「

特
殊
な
、歷
史
的
^

一

 

期
.を
劃
し
て
思
る

|

時
代
の 

持
つ
諸
々
：の
#
徵
は
バ

.ク
セ
ン
ブ
ル

.
グ
ド
ぁ
っ
て
は
、取

^

資
本
膨
脹

^
:關

す

る

.一
般
的
考
络

I~

预
も

^

^
的

R

i^
'つ

て
®

る

所

の
—

の

中
^

沿

失

し

去

つ

て
M

る」
どs

i
l

エ
G
。

而

し
て 

J
の
沿

f

は

名
^

ル
ク
セ
ン
フ
ル
グ
の
现
論
を
繼
承
す
る

Fr
の
シ
ュ
テ
,
ン
ベ
ル
グ
の
次
の 

J

少
k

谡
も
ょ
く
妥
當
す
る
？

シ
ュ
テ

.
グ
ン
べ
グ
グ
は
、帝
國
主
義
'ど
獨
占
資
本
主
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あ
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あ
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史
的

^

は
：全
然
獨
占
資
本
主
義
ど
一
致
し
な
い

ビ
い
ふ
事 

は
，レ
ゅ
の
到
で
あ
る

」

ど
®

三
七
匕
。

K

ド
他
の
箇

.所
^
於
て
日
く

#

々
.は
、高
度
資
本
主
義
が 

新
し
產
業
組
織
即
ち
ヵ
ル

-グV

ト
ラ
：ス

.
ト
等

^

向
〒
て

.轉
化
す
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。
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國
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於

て

、帝
國
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義
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代

資

本
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決

し

て

近
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資
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帝
國
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融
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れ
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す
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「
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主
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、
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る
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^
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れ
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業
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所
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域

*
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求
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あ
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乍
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へ
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本
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工
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ピ
れ
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換
關
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つ
農
業
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域
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膦
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せ
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す
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然
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に
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凼
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。
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域
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な
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。
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。
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融
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ど
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反
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融
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ど
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ど
し
て
帝
國
主
義
を
以
て
近 

代
資
本
主
義

ビ

同
義
に
見
る

f

0

し
，を
れ
が
迕
代
資
本
主
義
の
特
殊
な
一
政

策
で

あ
汐
ど 

の
見
解
を
间

« -

し
.

て
e

る
。
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ら
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縱
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斯
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し 

て
資
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n
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搾
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っ
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.る

,.
°
:
力
ゥ
ッ
キ
ー
の
言
を
以
て
す
れ
ば

「

國
家
的
金
融
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融
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搾
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キ
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又
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す
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ff.
?
l

の
販
路
ビ
■し

y

、11
|
:界
の
：農
業
：的
植
民
地
領
域
が
、資
本
主

’義
諸

H
R

ょ 

っ
' 
て
木
斷

^

求

め

.&
れ
''
.て

©

る
ど
い
ふ
こ
ビ
、而
し
て
此
事
が
帝
國
主
義
的
活
動
の
®
要
な
る 

0

E
であ

：.

る

事

は

；
蓋
，し

否

定

し#

ざ
る
所
で
あ
ら
ぅ
。
併
し
そ
れ
は
帝
國
主
義
の
活

.動
' の
全 

體
で
は
な
ぐ
て

®

置

る

.1:
而

た
る

6

過
ぎ
ぬ
。

'「

帝
國
主
義

e

#
色
：づ
け
る

.も
の
は
，雷

農
 

0
 

B 

Vみ
.な
ら
ず

ig
r

a

R發

M

し
た
エ
業

M

方

?:
も
併
称

’せ
.ん

‘ど
す
る
努
力
で
あ
る

」

。

故

k 

m

逸
は

*'
て
.例
蘭

®

か
ら

.

.其の
：最
大

H

業
地
方

.を
、露
西

il
l
*か
ら
全
パ
ル
チ

' 
ッ
ク
沿
海
地
方
、全 

波
蘭
，及

.び
少

.ク
' 
ラ
ィ
ナ
，

$:
.
奪
取
す

.：る

Z

€ 

t

目
的

.̂
.し
、佛

»

西
は
ァ

' \

 

f

ス
•
口
レ

I

ゾ

及

JC 

ザ
.丨
，
盆
地
の
獲
得
を
自
的
ど
し
た
デ
吾
々
は
：

.こ
の
露
骨
な
る
努
力
を
、世
界
，大
戰

k

ょ
つ
て
、
 

又

«

^
フ
レ
ス
ト
：及
び
ダ
ェ
タ
テ
ィ
ユ
媾
〃
和
條
約

^

ょ
つ
て
示

^

れ
た
の
で
あ
る
。
.、

?/
か
る
勸
興
，か
ら

.す
れ

.

.ば
ヒ
ル
フ

,

1
デ

パ
ン

V

の
帝

.國
主
義

0

關
す

'る
見

*
,は
力
ゥ
ッ 

キ
j

'

>此
し
て
纽
か

.に
：包

.

的̂
.で
.あ

る

.°
ヒ
ル

フ

r
丨

デ

ィ

V

グ
は

.近
_代
資
本
主
義
の

.段

.階 

を

H

し
"：て
、傘
融
'資
本

k

'l
る
獨
占
の
段
階
な

X

し
：、傘

_

資
本
：の
政
策
：即
ち
帝
國
主
義
で
あ
：
 

るへ〜

し
.

華̂
る
。
,

^
て
.彼

^

ょ
‘れ
.ぼ「

金
.
_資
本
の

.：：政
攀
は
三

.筒
'の
，
■

的

を

追

，
求

す

る。
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f
e
. 
あ

久

夢

ニ

は

：保

護

：關

璇

，
の

障

壁

た

ょ

り

此

の
 

經
_

領
域

5:
:外

_

0
競

#

か
.ら

隔

絕

す

：る

とvj

で
：あ

.
C
V
M
.
し
て

®

-

k
は
、
此
*

^
.'
ょ
つ

.
て

# 

.等
の

.

.經

.濟
領

.域

.を

B

民
的
の

'獨
トU

的
企
業

M

合
ン
の.

#
取
領
域

^

轉

化

す

る

乙

S
で
あ
る」(

Ir
K

w
一〉

o
 

而
：し

て
' 
此
へ
の
，：經
：濟
的
衝
張
侵
略
政
策
は
、必
然
的
^
政
治
的
癖
張
俊

 
'略

政
策
を
隨
伴
せ
ざ
る
.を 

得
な
い
。
何
故

か

ビ

い
ふ
に
、是
等
の
領
域
は
資
本
主
義
の

.
此

0

,
展
段
階
ド
於
て
は
、取
な
る 

商
品
市
場

^

し
て
ド
は
な
く
て
•又
資
本
の
授
下
市
場
ど
し
て
求
め
ら
れ
て
思
る
の
で
あ
る
か 

ら
、從
つ
て
其

.の
性
質
上

,®
資

R'
對
す
る
國
家
權
力
の
擁
護
に
待
つ

Z

ビ

頗
る
大
で
ぁ
へ
且
つ 

典
等
の
領
域

^

於
け
る
獨
セ
的
利
益

.を
碗
保
甘
ん
が
た
め

k

は
、楚
れ
に
對
す
る
隙
碍
を
强
歷 

的
^

苋
服
せ
ざ
る
を

#
,な
い
必
奮
驅
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

'

「

兹

k

於
て
、他
國

it
利
*
關
係 

'を
-有
す
る
凡
ゆ
る
資
本
家
は
、國
家
權
力
が
波
の
權
威
に
ょ
つ
て

^

界
最
遠
の
、

一

g

k
於
て
も 

.彼

•#
の
利
益
を
保
識
せ
ん
乙
ど
を
对
び
求
め
る

0

即
ち
商
業
旗
が
到
る
處

ド

樹
立
さ
れ
#
ん 

.が
た
め
に

"戰
#

旗
が
到
る
處

^

仰
ぎ

.見
ら
る
可
会
乙

V
J

を
求
め
る

」C

註四

5
。

■斯
く
て
金
融
資
本
の
求
む
る
所
は
.，

W

E1
1
で
は
な
く
て
支

K

で
あ
る
。，
金
融
資
本
は
其
の
關 

親
政
策

^

ょ
ぅ
、金
融
資
本
の
た
め
に
內
她
市
場
を
確
保
し
，

11
'
っ
外
國
市
場
の
征
眼
を
容
易
な

ら
し
ひ
る
所
の
强
火
な
る
國
家
を
必
喪
ミ
す

a
。
を
れ
は
、其
の
金
融
的
利
益
を
外
國
ド
及
ぼ 

し

;]
1
ハ
の
政

vf
的
#
力
を
锻
る
つ

て

、弱
小
諸
阈
に
對
し
布
利
な
る
へ
供
給
條
約
や
通
商

«

約

?:
强 

制

す

る

所

の

强

合

.闕

家5:
要
求
す
る
。

而
し
て
又
.膨
脹
政
策
を
遂
行
し
、新
植
民
地
を
向
國

k 

合
體
し
得
る
程
强
大
な
ー
國
家
を
必
耍
ど
す
る
。
嘗
て
边
凼
主
義
は
國
家
の
權
カ
政
策
の
反 

對
渚
で
あ
つ

^T

的
咁
主
義
は
貴
族
や
常
僚
階
級
に
對
し
、國
家
の
.權
カ
手
段
を
出
來
得
る
限 

 ̂

,

Kす
，る

乙

v
j

k

ょ
つ
て
，彼
等
の
舊
さ

.權
九

R

對
抗
し
て
ぬ

B

の
支
配
を
確
立

し

や

ぅ

ビ 

し
'た
U

而
も
今
や

'此
.の
權
カ
政
策
は

•何

等

の

制

，
限

.

.
も

な

く

金

融

資

本

，主

義

の.
要

求

す

.る

所

で

あ

る

ど
S

四
5

。

.
フ

、ノ
ソ
ン
も
亦
ヒ
ル
フ
ゾ
ー
デ

ィ
ン
ダ
ど
同
様
、帝
國
主
義
.を
以
て
金
融
資
本
の
政
策
で
あ 

--
5

、 r
j

*

定
し
て

fi
る
。
.「

此
の
政
策
；は

.金
融
資
本
主
義
的
構

0
の
支

柱

で

あ

々

、
貴

界

を

金

_

資 

本

の

支

配
^

服
'せ

し
M

•資

本

主

義
.以
、前

の

古

さ

生
'產

諸

關
■係

^

S

&
代
'へ

る

に

、金

融

資

本

主
 

義
の
生
產
諸
關
係
を
以
て
す
る
も
の
で
あ
る

」

:0
斯
ぐ
て
ブ

パ
リ
ゾ
に
ょ
れ
ば
、金：融
資
本
主

«
 

が
最
近
数
十
，
間
に

.の
み
待
有
な
歷

.史
的

^
.限
.M

さ
れ

.だ
睡
代
で

.あ
へ
る
？
同

«

に
、金：融

_資
：本 

主
'義
の

政

策

ど

し

て

：
の
_帝
»

主
：義
ち
亦
特

^

歷
：史
的

M

る
.範
.■疇
：で
あ
る
。
入
は
屢
々
帝
國
主

'

笫
ニ
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十
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.一
 

o
ニ

義

.

侵̂
略
政
策
ど
混
同
し
ゴ
居
ゃ
が
、凡
ゆ
る
侵
：略
政
策

^

 ̂

帝
國 

主
義
は

.：

1
.

め

f

略
政
策

.で
は

.あ
，，
$

產
す
各
か
ど
い
ふ
事
：が
表
示
さ
れ
て
思
：る
の
で
：あ
る

®

^

の
そ
れ

V

區
，別
す
る
所
の
も
の
は
、乙
れ
が
生
產
關
係
の
新
し
い
歷
史
的
な
型
を
、即
ち

^

融
資
，
 

本
由

_
.
.の
諸
關

.係
ビ

.い
ふ
型
を
鱗
張

#

生
康
す
る
ど
い
ふ
雛

^

あ
“
0/
#|
-
:
网

与

金
a

資
本
の
政
策
即
ち
帝

!
a

主
義
の
迫
求
ず
る

.

根
本

2

!

的
^

關
し
て
、ブ
ぐ
リ
ン
は
ヒ
レ
フ
ァ 

.丨

デ

ィ
，シ

」

グ
の

上
記

.

の
定
義
ド
全
然
賛
同
し
、且

_

つ
次
'
の

如

く

說
ni
l

し
て

®

る
。

「

經
濟

的
領
域 

の

»

張
は

『

H

民

的』

.力

ダ

テ
ル
'に
農
業

地

域
を
、從

つ
て
又
原
料
市

*

?:
與

へ
1 1

つ
其
の
版
路 

ど：

投
資
範
國

ビ

を
^

火
ず
る

。
' 
關
桃
政
策
.は
外
國
の
競
爭
者
を
打
ち
ひ
し
ぎ
、餘
剩
價
値
を
獲

• 

-

相
し

1 1

つ

タ

ブ
ビ
シ
グ
ど
い
ふ
强

大
な
る
鐵
植
を
振

^

乙

ビ

を
許
容
す

a
。

而
し
て
此
の
全 

M

系
は

.

®
占
的
組
織
の
ヤ
め

k

利
润
率
引
上
げ
の
助
け
を
な
す
も
の
で
あ
る
0

金
融
資
卞
の 

此
政
策
は
即
ち
帝
圓
主
義
で
あ
る

」

ど
S

S

C

0

低
し
ズ

> >

リ
ン

^

あ

<
v

て
は
、此
印
題
ば
直
ち

こ 

「

舞
家
資
本
主
義
ト
ラ
ス
ト

」

に
關
す
る

：

彼
の
見
解
ど

«

合
し
て

«

‘

る

V
J

 

S

ふ
^

^

留

意

し
な
く 

v

は
攻
ら
麵

o

敢
ド
彼
ド
あ
り

.

て
枕
、帝

W

主
義
は
文

「

國
家

.

資

本

主

：辱

上

夂
帝
國
主
義
的
對
立
：は
又
直
ち
湯
家
資
本
主
義

ト

ラ
ヌ
ト

」

の
對
立
を
意
味
す
る
。.
彼
は
次 

の
勿

{

記

し
て

®

る
。

「

資
本
主
義
獨
占
組

織

の
支
柱
た
る
金
融
資
本
は
、勢
力
範
園
の
獨
占
並 

び

k

版
路
況
料

Th
®

及
び
役
資
領
域
の
併
合
を
斷
念
し

#

^
も
の
で
は
な
い
。

.若
し
或
る
國 

象
資
本
主
義
ト
ラ
ス
ト
が
一
の
未
領
布
地
を
强

^

し
な
け
れ
ば
、他
の
國
家
資
本
、王
義
ト
ラ
ス

.
 

ト
が
进
れ
を
强
雜
す
る
で
あ
ら
ぅ

」

ど(

独四七

)

。
 

.

フ

,
ソ

ゾ
は
，金
融
：資
本
の
政
策

は
、
本
質
上

暴
力

的
.

方

法
を
前
提

ど
す
る

ビ

述
べ
て

®
る
。
 

蓋
し
■國
象
輝
域
の

0

0

は
當
然

戰
#

を

意

味
す
る
か
ら
で
あ

る

ど
。

故
^
.彼
も

^.
、
令

融
資
本 

は
必
然

f ^

k

迎

大

な
る

0

象

的
*

事

的

勢

カ

2:
,必
.
'耍
'ヒ
す

.る

v
j

い
ふ
：見

 

'解
に
一
致
し
て

© 

る
？

日
く

「

是
等
の
集
爽

|

资
|

義
ト
ラ
ス
ト
：
：
筆3
ば
.國
家
組

_

就
屮
丼
の
陛
海
跟
の
强
大

S

勢 

力
の

4
 

k
.
最
後
の
發
言
梢
を
見
出
し
て
居
る

0

I

の
强
カ
な
る
軍
事
的
•國
家
的

權

カ

ピ

れ

が 

别
沿

*

互H5.

の
_

ー#

^
於
け
る
最
後
の
，

■切

^

札
で
あ
る

0
.斯
く
て
、世
界
市
場
化
於
け
る

_

# 

能
力
は

‘『

阈
民

』

の
力

ビ

其

の

結

束

に

、其

の

軍

事:|
,
及

び
金

_

上

の

手

段
k

依

存

し

て
g

る
o 

其

の

印

大

な
.る

#

力

を
世

界

支
&

k

迄

無

限
.k

擗

大

ず

：
る

.所

の|1
|

家

的
.國

民

的

.
經

濟

的

足
 

の

統

一

體
I

乙

れ

が

金

融

資

本
.の

作 

>
:
上

げ

た

理«

で
：
あ

る」

ミ

|
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m

ー
ブ\
リ
ンv

及
び
ヒ

V

フ

ォ

!
デ
ィ

ゾ
:グ
'の
.叙
土

_の
見
、解
に
對

1,
、デ
グ
口
グ
ィ
ッ
チ
：は
、

金
_
資 

本
必
ず
し
？

p
侵
略
主
義
的
で
は
な

い
ど

«
じ
、寧
ろ
卵
題

$

す
る
所
は
、近
代
資
本
：主
義
ド
於
て 

決
足

的
な

支

配
的
勢
力

ビ
な

o
て
®
る
も
の

は
ぜ

の
產
業
資
本

?

は
ざ
，の
金
融
資
本
で

あ 

る
.
か

レ
い
ふ

事

で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ

S

論
じ
て
居
る
。*
彼
は
工
業
を

一一
大
範
晴

k

分
ち
、
典
の

. 

代
表
的
な
.る

形
態

ビ

し
'て
、
マ
ゾ

チ
工
ス

タ
I

の
訪
辕
エ

業
€

パ
I

ミ

ン
■ガ
ム
の

冶
金
工
業
を 

0

立

せ
し
め
.前
者

は

槪

ね

平
S

主
義
的
で

あ
る

に

反
し
、後

者
は

著
し
く

侵
略
主
義
的
で

あ
る 

ど

L
、資
本
主
義
經
濟
の
重
心

が

綿

絲
エ
業

か

ら

冶
金
工
業

R

移
っ
た
瞬
間
が

ら

、
一
の
新
時
代 

n
M
.

ち

*:
民
对

幸
ャ
の
化
代
高

^

が

&

略
政
策
の
的
代
が
始
ま
つ
た
ビ

a

測

す

る

。

斯
く
て
彼
は 

「

近
代

li
_

の

B

^
經

«

及
び

B

外
政
策

^

於
け
る
冶
会
エ
業
の
優
：勢
な
る

X

配
的
役
割

」

を
强 

調
し

、帝
國
主
義
の
本
質
を
次
の
如
く
表
現
し
て

©

る
。

「

帝
國
主
義

€

は
、先
づ
第

 

一
k

冶
金

X 

業
の
利

®
 H

ょ
つ
て
導
か
れ
る
所

の

、俊
略
政
策
の
近
代
的
形
態
で
あ
る

r

此
の
冶
'金
工
業
は 

今
や
凡
ゆ
る
齑
業
的

一

等
國
の
經
濟
生
活
に
於
て
、最
も
重
要
な
る
桁
鷄
的
產
業
の
役
を
餌 

じ

V
®

る
。

を
は
言
は

V
，中
心
產
業
厘
で
あ
つ
て
、嚴
大
國
家
の
資
本
主

.義
經
濟

k

於
け
る
他 

の
最
も

m

要
な
る
諸
部

py
は
、拾
も
遊
旱
が
太
陽
の
周
圆
を
繞
つ
て

©

る
樣
に
、

^

の
中
、い
產
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.

.

M

の
M

I1
を
囘
轉
し
て
思
る
の
で
あ
る

」

ど
。

而
し
て
冶
金
エ
業
の
强
大
な
る
勢
力
は
、其
の
エ 

業
の
產
物
た
る
所
謂
軍
需
工
業
ど
の
關
係
、現
代
の
軍
國
主
義
及
び
海
軍
主
義
の
飢
織
ど
の
關 

係
、從
つ
て
又
ク
ル
ッ
ブ
、シ
ユ
ナ
イ
ダ
ー
、ア
ー
ム
ス
ト
口
ン
グ
、グ
ィ
ッ
カ
ー
ス
等
々
の
凡
ゆ
る

IL 

大
な
る
典
器
工
場
の

贺

後

ド
あ
る
所
の
軍
間
、龈
行
圈
•產
業
ト
ラ
ス
ト
及
び
シ
ン
デ
ヶ
ー
ト
ど 

の
關
係

k

依
る
も
の
で
あ
る

i
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グ
ィ
ッ
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國
主
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.

^
度
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せ
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つ
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l
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.
然
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主
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あ
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衍

示

ゼ

ん
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る
。
厂

'
パ
グ

^
グ
ィ
ッ
チ
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右
の
說
明
は
破
か

^

帝
國
主

.義

.の
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：耍
な
る
：

1
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摘

し

て

焐
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r

H
業
は
疑
ひ
も
な
く
帝
國
主
義
の
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命
を
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す
る
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» ;
时
：な
產
業
で
あ

.る
。
併
し
そ
れ
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：で
は
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^

資
本
主
義
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近
代
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.現
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ど
し
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國
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の
本
質
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な
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帝
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で
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な
く
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‘資
本
主
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；の
近
代
的
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れ
店
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で
あ
る
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な
く
て
は
な
ら
ぬ
：
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ら
で
あ
る
。；
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帝

，國

：主

義

を

以

て

_
高
：度
資
本
主
義
の
政
策
：な
り

k

E
M'
す
る
マ
.ル
ク
ス
主
義 

的
な
諸
說
を

.槪
觀
し
た

:'
0

彼
等

'は

1

_
 

5

.本主
義
の
逛
代
的
發
艟
段
階
は
特
有
な
る
现
象

笫
ニ
十
六

^

(
U
.

九
九)

パ
帝
國
生
義
の
槪
念
に
就
て

,

'笫
ニ
'號

一

〇

五



:
‘

ニ
十
六
卷

c

§

〇)

：：
I

I

の
：概

f

就

て

:

f「

號 

一
2

、

ミ

し

V
:

の
；帝_

主_
.

に
.
就
て
、即
ち
'1

:

の
：靡
：史
的
-

範_

ヒ

へ

し

ハ

て

®
 

:
る
：
へ

如

も

彼

等

は

旣

述

せ

る
.

如
■
く
、帝
.
國
：
_

義
：な
る
：
概
念
ー
の
：'
«

成
^

於
て
¥

は

又

帝

阈

主

義 

.
の

雁

史
が

地
#

e>
E
_

R

於

て

必

ず

し

も

一
致
す
る
所
が
な
い
。

例
へ
ば

.

ブ

、ノ 

y

ン
及
び
ヒ 

ル 
'
フ
ン
ー
デ
ィ
v
 

f

の

如

々

は

、典

，に

命

ii
Jl
:

が

f
t
^
.政

&

を

^

代
資
本

.主
義
の
本
質

^

K
ぐ
必
然
的
傾
向

«

ジ

€
し
て
、共
に
極
め
て 

®

快
は
分
析
し
て
厄
る
の
で
あ
る
が

*
而
も
ブ
ぐ

：
>
 V

が
帝
國
主
義
的
段
階
を
：資
本
主
義
の
最 

高
段
階

€

考
へ

「

金
融
資
本
は
帝
闕
主
義
的
政
策
以
外
の
如
何
な
る
政
策
を
も
樹
て

#

な
い

&
 

を
兕

.難
す
る
化
反
し
、

ヒ

ル
フ

r

丨
デ
ィ
シ

グ
は
、戰
後

^
:於
け
る
資
本
の

0

際
'的
協
定
の
傾

^
 

を
認
識
す
る

乙
ビ
K
ょ
つ

.
て
、力
ゥ
ッ
キ
ー
ど

I

の
超
帝
國
主
義

_

論
.代
鹚
か
れ
、從
つ
て

«
 

の
初

»

に
於
け
る

雄
命

的
見

»

を
著
し
く
緩
和
せ
し
あ
る

k

至
つ
た
の

で
あ
る
。

»

し
迸
等 

の
點

^

就
セ
は

’他
ロ
稿
を
改
め
し
て
論
述
し
ン
や
ぅ
ビ

^

ふ
。

:
, 

•

II
I

三
八 

J

d

w

p

&
PT
-
y 一
 

D
e
r

 Isperi.alissusv Die N
e
u
e

 

Zeit 32 
Jallrgang’ 2*Band. SS. 

90S.909. 

ff
f

.

H.九 

K.autsky; 

Zwei SchHften z
u
m

 UBlernon. 

D
ie N

e
u
c

 zeit. 33.. Jallrgang，
2, Brmd. 

S. 

ill

0 

 ̂

o 

^
; 

M
. 

p
. 

o
. 

s. 

144. 

M
.
び
に 

Kautsky; 

D
e
r 

iniperialistische Krieg. 

Die 

Neue zeit. 

35, 

J
a
b
r
g
i
.

. 

M. 

w
an

d
.  

s
s

.

袁
9 ff：

參
照
。

能

四一

p
 

#
 

t

^

 

t 
k
o 
: 

'

l
i
i
i
i
i
i
lB
i
i
i
i
i
B
i
i
i
i
l
i
B
i
i
l

M

l
i
i
n
.

 

■

.
 f

l

註四

 

ニ 

I
s
f
e
r
d
f
n
g
;

 

a
.

 

a
-

 

o. 

S
S
-

 

4
0
5
-
4
0
6
.

邦

■

、
六

」

九

I

 六 

ニ

. 

p

J r
、

IT
I-四 

3 

Hilferdiagr a, 

F 
〇
.
$
*
4
2
01
.
邦
譯
六
五
〇

K
、

0 

m 
四 

Bucharin; impsriaHsmus uad Wdtvvirtschaft. (Marxistisclle wibl

o'tllek. 

s
. 

I

2

VSS. 

1
2
6-

1
2
7.

M

 

M 
五 

Bucharin; D

 
し

r ISPJrialissus 

u
n
d
ei
e Akkumulation d.'s Icadltals. 

s. 

1
1
3.

課

.
四

六 

Buctarin ; 

J
s
p
e
r
i
a
H
s
m
s

 u
n
d

. 

weltwirtschaft. 

s
,

 117,

:

訪四七

 

B
u
c
l
i
a
r
i
n

 ; 

a
.

 

a
.

 

0

. s
.

ズ
 7

.

訪四八

 

B
u
c
h
a
r
i
n

 ; 

a
.

 

a
.

 

0
. 

S
.

 

1
1
9
'

訪
四
九

?

s

f

 

- 

?

&

^

o

u

w

.
 

p
 

^

0
- 

^

:
:
九

-
v

最
後
に
、

®

々
は
、帝
國
主
義
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語
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R

ょ
.
A
,廣

義

ド解
！！

し

、資

本

主

義

の.
高
'度
の
發
腿 

段
階
塊
の
も
の
を
意

!*
す
る
ど
な
し

.た

レ
I

一一 

ゾ
の

見
解

k
ft
及

し
な
く
て

は
な
ら

ぬ
。

帝 

8

虫
義
に
關
す
る
レ
ー
ニ
ン
の
规
定
は
今
ロ
で
ば
最
も

。ホ
.
ブ
ュ
ラ

I

で
あ
る

。

‘皮

は
次
の
如 

く
言
つ
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I

厨
る
。

「

帝
國
主
義
は
資

'本
主
義
般
の
根
本

.的

#

徵
の

"J

層
.の
發
：展
：及
び
直
接
の
繼
續
ど
し
て
生 

じ
た
。
.
併
し
贅
本
主
義
が
資
本
主
義
的
帝
國
主
義

‘ど
な
つ
た

.
の
ば

*

く
或
る
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t

定
の
極
め
て
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高
度
の
發
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段
階
に
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て
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本
主
義
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ニ
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*

本
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物
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濟
的
秧
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へ
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過
渡
的
の
諸
形
態
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作

A

出 

3 

5

っ
出
現
し
た

,

の

こ

ビ

で
あ
る

」
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e
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斯
ぐ
.て
彼
は
帝
國
主
義
を
前
期
資
本
主
義 

の
繼
績
的
瑰
象

^

し
て
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解
す
る
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>

6>
高
さ
發
：展
段
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ヒ
し
て
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^

し
、此
の
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段
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の
本
質

k

機
能
ど
を
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か

^

す

る
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u
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つ
-
:
.
て
、又
同
時

^

資
本
主
義
崩
壤
：の
必
然
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此
の
镟

M

し
つ
、
あ
る
資
本
由
義
の
最
高
段
階
卯
ち
帝
國
主
義
其
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も
の
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構
の
屮

R
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め
て

^

る
。

• 

.
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.
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ー
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v

kょ
れ
ば
，高
度
の
資
本
主
義
，的
發
展

.段
階

^
於
け
る

«
本
的
特
微
は
、先
づ
此
の 

發
展
段
階
が

.獨
A
資
本
主
義
の
段
階
で
あ
る
ど
い
ふ

^
で
あ
る
。

故

^
帝
國
主
義
ど
は
'
言 

ド
し
て
言

'へ
ば「

資
本
主
義
の

獨

占
的
段
階
で
あ
る

」

。.
彼
は
是
れ
を
分
析
し
、»
占
資
本
主
義
即 

ち
帝
國
主
義
の
最
も
顧
著
な
る
特
徴

ビ

し

て
.五
つ
の

®

を̂
擧
げ

.て
历
る
。

1

，經
濟
生
活

it
ど
み
，決
定
的
役
制
を
演
ず
る
獨
占
を
生
み
出
す
程
^
高
度
の
發
展
段
階
に 

:
<
Bit
せ
る
生
產
及
び
資
本
の
集
，巾

0

.

ニ
鈒
行
資
本
の
齑
業
資
本
ど
の
融
合
及
び
此
の
金
ー
融
資
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を

±

臺
ど
：せ
る
金
融
寡
頭
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岡
で
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す
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國
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な
獨
占
的
資
本
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澧
の
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成
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五
、資
本
主
義
列
强
問
ド
地
球
の
領
土
的
分
割
が
完
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せ
る

K

足
等
を
總
括
し
て
言
へ
ば

「

帝
國
主
義
ど
は
獨

A

ビ

金
融
資
本
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が
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^
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の
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出
が

»

著
な
意
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け
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^
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舉

匿

段
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k
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け
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資
本
主
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あ
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〕

。而
し
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彼

^

ょ
る
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國
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階
は
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資
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A
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^
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搬
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ど

0
:

斯
く
て
レ
ー
こ
ゾ

k

於
て
は
、帝
國
主
義
の

_

念
は
單
に
金

_

資
.本
主
義
若
く
は
獨
占
資
本 

主
義
の
政
策
を
內
容
€
す
る

も

の
で
は
な
く
し
て
、此
の
高
度
の
發
展
段
階

k

於
け
、る
資

本

主
 

*

M
れ
ほ
體
を
內
容
ど
し
て

®

る
。
：
即
，ち

帝

國

主

涵

は

、犁

に

、
.杂

融

資

本

の

政

策

で

も

な
.
く
、冶

垄
十
六
卷

a
!
:
2
1
D

帝
國
產

Q:

概
舍
就
で

 

S
1鱗

l
o
t



ソ
燦
ニ
十
六
卷
：

0
1
0四)

：帝
_
主

義

今

,第11

號:

二
 o

僉
：H

業
の
政
：策
で

4

な

く

、農

：業
：
的

地

：
域
¥

#:
の
：泠 

地

^

對

す

る 

侵
'略

政

策

で

も

な

く

、
凡

ゆ

るS

の

諸

現
a

を
：̂

括
：す

る

所

の

、現

：代

の

資

本

主

義

；的

發

展

段
 

階
で
あ
る

k

解
せ
ら
れ
る
：
°
'
斯
か
る
見
解
か

&

彼
は
、帝
國
主
義

0

最

^P

重
要
な
る
諸
#
徵
ど 

し
て
揭
ぐ
る
所
の
前
記
の
：

.諸

.現
象
を
，其
の
發
每
的
：過

.程

k

於
て
把
握
し
'且
つ
邦
の
相
互
的
關 

聯

k

於

V

-M
間
せ

.し
怂
た
の
で
ぁ
る

0

:レ
ー
ニ
ン
の
帝
國
主
義
論
を

.上

記

の
諸
々
の
見
解
ど 

凿

t

せ
し
め
乍
ら
ょ
ぅ

^

く
帝

B

主
義
の
本
質
を
究
明
す
る
事
は
、乙
れ

も

亦

今
後
の
硏
究
に 

讓
ら
な
く
て

.は
な
ら

g
' 

O'
玆

で

は

一
應
此
の
平
而
的
な
記
述
を
以
て
滿

足

し

な
/く
て
ょ
な
ら 

ぬ
0

■
■'
■

,

註

五

〇 

N
,

 L
e
f

 

D
e
r

 

J

i

l

l

s als 

f
 
h
i Stadium 

des 

K
a
p
i
t
a
l
f

 
• (

M

i

l

l
 B

l
h
e
k
.

 

Bd. 

1
0

訪
五
一
：

N. Lenih 

;«•
-
• 

a. O. SS. I8-IQI.

u 

V

.十
 

. 

.

,以
上

に

於

で
、余
は

带
阈
主
義

^

關
す
る
諸
々
の

見
，
解

k

就

て

、
臆
.所
^

節
軍
な
批
評
を
加
ひ 

乍
ら
乙
れ
を
展
示
し
來
つ
た
？

而
し
て
其
の
.意
圆
す

る
所
は
、帝
國
主
義
が
近
代
資
本
主
義
の 

0

0

段
.
®

に

#

翁
な

る

現
'象

で

あ

：
々

、
孔

.
っ

こ
れ
が

必

紙
的
.

.

傾

向

で.あ
る

乙

ビ

を

®

解

せ
ふ
ビ

す

る

紅

あ

つ
^
 

.帝
陣
主
義
を
通
て
使
略
政
策
く

1

祖
す
る
俗
流
：的
見
解
は
：，今
ロ
猶
全
く
跡

. 

t
.IL
c
vて：，は
居
ら

S
T

其
等

.
の
或
る
も

.の
は
、帝

_
:
主
義
を
，以
つ
て
强
國
が
弱
小
國
恭
く
は
弱 

小
民

*

k
加
へ
る
：

'
强
歷
的

•暴
力
的
の
政
策
で
あ
：る

ビ
し
か
解
甘
ず
、其
の
根
本
的

®

因
た
る

si 

濟

的

，必

然

性

を

爲

ず

し

て

、恰

も

偷■

的

R

の

み

批

判
3

る

可
_

取
'
.な
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摘
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る」

ど
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を
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す
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*cq6bcn 

v
o
n

 

Vicrkandt. 

I
d
* 

S
S

 
 ̂
n
j

V
,

 

f
f
:
,

, 

-

0

 

五三
 

O
t
h
m
a
r

 S
p
a
n
n

 ; 

TmperiaUsmus i fflnndwerterbuch der 

staatswi.ssenchaf

f?p

.nB
a
n
d

 

S
S

 

3
00
3 
^
 

f-
K

五一四
 

I
l
e
b
r
i
c
v
s
o
h
n
e
e
;

 

Natfonalisls urcl 

ITTPerialismus, 

1
9
200
, ss, 3

4

 ff, u, 

SS. 

4
5
-4
6
.

附
記

.
本稿

.2

最
初

.の肢案通

リ
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